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２０２３年２月 

 

UPOV PRISMA について 

 

１．季節の写真 

 

 こごみ、たらの芽など、ほろ苦い春野菜が美味しい季節になりました。写真は先日

いただいた菜の花のお浸しです。 

 食用の菜花（なばな）には日本在来種と西洋種があります。在来種は葉が柔らかく

黄緑色であり、主に花茎、葉、つぼみを食用にします。一方、西洋種では葉は厚く濃

緑色をしており、主に花茎と葉を食用にします。 

 ※参照：農林水産省 Web ページ「消費者の部屋」 

 

２．UPOV PRISMAについて 

 「ＵＰＯＶ ＰＲＩＳＭＡ」は、ＵＰＯＶ（植物新品種保護国際同盟）が提供する

、オンラインの品種登録出願システムです（https://www.upov.int/upovprisma/en/in

dex.html）。このシステムを使用することにより、ＵＰＯＶ加盟国のうち、ＵＰＯＶ 

ＰＲＩＳＭＡに参加している国にオンラインで出願することが可能です。 

 現在、ＵＰＯＶ加盟国のうち、欧州連合（ＣＰＶＯ）を含む全７０か国以上のＵＰ

ＯＶ加盟国がＵＰＯＶ ＰＲＩＳＭＡに参加しています。 

 なお、２０２３年２月現在の時点では、ＵＰＯＶ ＰＲＩＳＭＡは他国から日本へ

の出願にはまだ利用ができません。また、参加国の中でも対象植物が一部の植物に限
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定されている国もあります。 

 このＵＰＯＶ ＰＲＩＳＭＡの電子出願システムでは、出願様式、使用言語、手続

方法が異なる各国への出願を容易化することができます。例えば、ある品種について

、オンラインで入力したある国への出願用データを、別の国への出願に利用すること

などが可能です。 

 このようにＵＰＯＶ ＰＲＩＳＭＡは、複数の国への出願ならびにその管理を効率

化、簡便化できるツールとなっており、このシステムを活用した出願は今後増えてい

くことが予想されます。 
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